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　四恩システムは、磁気テープなどに頼らず無人搬送車（AGV）
の軌道を制御できる技術「FSLAM」で工場や物流倉庫の自動化
に貢献する。AGV底面に取り付けたセンサーで床の凹凸など細か
な特徴を判別し自動で走行ルートを作成できるのが同技術の特徴
だ。
　AGVの軌道制御には従来、磁気テープや2次元コードなどが用いられてきた。これらの手法は走行ルー
トを変更するために手間がかかったり、フォークリフトなどが往来する物流倉庫では作業車の走行によって
テープが剥がれたりする懸念があった。
　FSLAMはこれらの課題を解消するとともに、床面の状態が変化した場合も自動でデータを上書きして走
行が可能だ。油汚れなどで床面の読み取りが難しい場合は磁気テープなど従来の方法と組み合わせること
もできる。AGVがルート外へはみ出した際、車体自らがその場で回転しデータと一致する床面を検出する
機能も独自に開発した。
　同社は2023年、FSLAMを利用したAGV製品の販売を始めた。これまでに物流企業や機械商社へ納
入している。特に物流倉庫では商品の出荷や移動などで周囲の景色が目まぐるしく変化するため、環境変
化の少ない床面から情報を読み取るFSLAMに需要があるという。今後、大手企業にもアプローチをかけ
FSLAMの普及を図っていきたい考えだ。


